
※面接指導日、定試、評価方法については別に記載。

科目の目標

（１）人の一生と家族、家庭及び福祉、衣食住、消費生活、環境などの生活の営みに係る知識、技能につい
て、実践的、体験的な学習活動を経験しながら習得し、よりよい社会の構築に向け、主体的に家庭や地域生活
を想像する資質能力を育成する。
（２）各自の家庭生活や地域の生活を見つめ、主体的に課題を見出し、これを改善、充実しようとする積極的
な態度を育成する。
（３）各地域に伝えられている衣食住や子育て地域の営みなど生活文化について理解を深めると共にそれらの
文化を今の時代に生かし、次の時代に継承していく態度を育てる。

使用教科書

単位数

リポート提出回数

教科 科目

 前期：６　後期：６　 最低出席回数

家庭総合　自立・共生・創造
（東京書籍）

副教材等
家庭総合　自立・共生・創造

学習書（NHK出版）

家庭 家庭総合  前期：２　後期：２

 前期：４　後期：４　

放送視聴リポート

4 生涯を見通す １～8回

視聴回目安合格締切日

1

2

前

後

5

6

7

8

9

10

9～12回

13～18回

11

12

22～24回

25～30回

食生活をつくる 19～21回

第１期
(5/29)

第２期
(6/26)

第３期
(7/31)

第４期
(10/16)

衣生活をつくる

後期定試

31～35回

経済生活を営む 　 持続可能な生活を営む　これからの生活を想像
する

36～40回

住生活をつくる
第５期
(11/13)

第６期
(12/11)

期 内容月

前期定試

食生活をつくる

子どもと共に育つ

超高齢社会をともに生きる

共に生き、共に支える


